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観光地域づくり総合推進事業

●「鶴ヶ城」や「五色沼」といったネームバリューのある
景勝地はあるが、魅力的な体験コンテンツが少ない

●観光に従事している地域のコーディネーターが不足

●地域の観光における「稼ぐ」力が不足

●アフターコロナのニーズに合った観光コンテンツが不足

新型コロナウィルス感染症東日本大震災による風評

外的要因に左右されない、安定的で継続的な国内観光需要の獲得が必要



観光地域づくり総合推進事業福島県

事業の
目的

これまで
の取組

事業
内容

地域が持つ観光資源の造成から流通までの一連のサポートを実施する
ほか、地域が主体的に実施するためのノウハウの蓄積や機運の醸成、地
域の特徴や強みの明確化により、将来的に地域が自走できるよう支援を
行っています。

観光地域づくりで新たな人の流れをつくり、地域を活性化

●地域の自走支援 ●地域の特徴を生かした観光コンテンツ造成
●観光地域としての機運の醸成

支援エリア：復活の浜焼き（相馬市）支援エリア：たむら里山あそび体験博「キャンぱ
く」（田村市）

支援エリア：霧幻峡の渡し「水上の贅沢朝時間」
（金山町）



得られる
成果等

成果・解決される地域課題

福島県

寄附を
する
メリット
等

連絡先 福島県観光交流課
TEL：０２４－５２１－７３９８
E-mail:tourism@pref.fukushima.lg.jp

観光地域づくり総合推進事業

詳しくは県HPを
ご覧ください

●地域が主体となって、観光作りを進めていく自走性の仕組み
づくりに寄与

●魅力的で新たな観光コンテンツの造成・販売
●地域の観光で「稼ぐ力」を創出

●企業名を、県HPにて公表させていただきます

復興支援地域の自走支援 地域が主体となった観光づくり

●寄付という形で応援いただくことで、福島の復興が確実に進みます



新たな人の流れをつくり、地域を活性化。

観光地域づくり総合推進事業

寄附という形で応援いただくことで、福島の復興が着実に進みます。

企業版ふるさと納税で、
福島の「復興応援」ができます！

企業版ふるさと納 企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、国が認定した地方公共団体の地
方創生関連事業に対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組みです。通
常の損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わせて、最大で寄附額の約９割が軽減され、
企業の実質的な負担は約１割となります。税（地方創生応援税制）について

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）について

地域が持つ観光資源の造成から流通までの一連のサポートを実施す
るほか、地域が主体的に実施するためのノウハウの蓄積や機運の醸成、
地域の特徴や強みの明確化により、将来的に地域が自走できるよう支
援を行っています。

支援エリア：復活の浜焼き（相馬市）支援エリア：たむら里山あそび体験博「キャンぱ
く」（田村市）

支援エリア：霧幻峡の渡し「水上の贅沢朝時間」
（金山町）


